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大いなる赤子のあくび年新た 2019.11.27

やはらかな赤子のあくび年あくる 2019.11.28

新年

やはらかな赤子のあくび年明くる 2020. 1. 2

開きたる古き歳時記淑気満つ

開きたる古き歳時記その淑気

2019.12.31淑気

歳時記の古きを開く淑気かな 2020. 1. 1

静かなるもののはじめの初日の出

静かなるもののかがやき初日の出

2020. 1. 1

大いなるものはゆつくり初日の出

大いなるものはゆるりと初日の出

しづかさやゆるりゆるりと初日の出

しづかさのゆるりゆるりと初日の出

しづかさの中をゆるりと初日の出

2020. 1. 3

重くれの大いなるかな初日の出 2020. 1. 5

静かさや闇の中より初日の出

潔く闇の逃げゆく初日の出

潔く闇の引きゆく初日の出

初日

初日の出闇の消ゆるも潔し

2020. 1. 6

目出度さは雑と言ふ字の雑煮にも雑煮

お雑煮の雑と言ふ字も目出度けれ

2020. 1. 1

参道の初泣の子を囲み過ぐ

参道の泣初の子や囲み過ぐ

参道の泣初の子の微笑まし

参道に泣初の子や微笑まし

参道に泣初の子や皆笑ふ

参道に泣初の子や誰も笑む

2019.12.28泣初

参道に泣初の子やほほゑまし 2020. 1. 2

餅食うて我も柔らか寝正月

餅くうて我もやはらか寝正月

搗きたての餅の如くに寝正月

搗きたての餅の心地の寝正月

搗きたての餅の心地や寝正月

搗きたての餅のやうなる寝正月

餅くうて吾もやはらかに寝正月

餅くうて餅の如くに寝正月

2019.12. 3

餅くへば心やはらか寝正月

餅くうて心やはらに寝正月

餅くうて心やはらか寝正月

2019.12.28

餅くうて我も柔らか寝正月

餅くうて餅の心地の寝正月

2019.12.31

餅食うて餅の心地の寝正月

餅食うて餅の心の寝正月

2020. 1. 2

餅食へば我も柔らか寝正月

寝正月

餅食うて餅の如くに寝正月

2020. 1. 3

人々の大河となりて初詣 2019.12.20初詣

人々の歩みゆくなり初詣 2019.12.31


